愛西市公募型指名競争入札実施要綱
（目的）

第１条　この要綱は、愛西市が発注する工事の指名競争入札において、透明性及び競争性を高めるため、広範な入札参加機会を確保するとともに、入札参加意欲を尊重し、かつ、施工能力を的確に評価する公募型指名競争入札に必要な事項を定め、より良質な工事の確保と入札の円滑な執行を図るとともに適正な契約の履行に資することを目的とする。

（対象工事及び資格要件）

第２条　公募型指名競争入札の対象工事は建設業法（昭和24年法律第100号。以下「法」という。）第２条第１項に規定する建設工事とし、工事設計金額が130万円以上１億5,000万円未満の工事とする。

２　前項に規定する工事に参加できる者の資格要件は、市長が愛西市入札指名業者審査会（以下「審査会」という。）に諮り決定するものとする。ただし、次の各号に掲げるものは公募型指名競争入札の対象としない。

(１)　特定建設工事共同企業体へ発注する工事

(２)　発注する工事が緊急を要するもの

(３)　専門特殊工事等により、施工できる者が限られているとき。

(４)　その他公募型指名競争入札で行うことが適切でないと認められる工事

３　前項各号に掲げる工事を発注する場合においては、市長が審査会に諮り決定するものとする。

（掲示等）

第３条　前条の規定により公募型指名競争入札の対象工事に指定されたときは、市長は、当該工事の概要、入札参加資格要件、その他工事の施工に必要な事項を掲示するものとする。

２　前項の掲示は、公募型指名競争入札標準掲示例（様式第１号又は様式第２号）によるものとする。ただし、総合評価落札方式による場合には、別に定めるものとする。
３　第１項の掲示の場所は、入札担当課とする。

（参加資格）

第４条　公募型指名競争入札に参加できる者は、次の各号に掲げる者とする。

(１)　法第３条第１項の規定による許可を有する者で愛西市契約規則（平成１７年愛西市規則第３８号）第２５条において準用する第５条第３号に規定する入札参加資格者名簿に登録されている者

(２)　当該工事と同種の施工実績を有する者で、市が掲示の際に提示した条件等に適合する者

(３)　当該工事に配置を予定する現場代理人、主任技術者、監理技術者等が適正に確保できる者

(４)　掲示から入札までの期間において、指名停止等を受けていない者

(５)　その他建設業法等の法令、規則等に違反していない者

（入札参加届出書及び入札参加者の選定）

第５条　公募型指名競争入札に参加を希望する者は、所定の期日までに公募型指名競争入札参加届出書（様式第３号）に工事施工実績、配置予定技術者を添付して提出するものとする。

２　市長は、提出された届出書等を審査し、愛西市建設工事等入札取扱内規の規定にかかわらず、届出書等を提出した者の数を限度として指名業者の選定ができるものとする。

３　市長は、前項により選定された者に対し、入札執行の指名通知（様式第４号）を行うものとする。

４　市長は、第１項の規定により届出書等が提出された者のうち、指名されなかった者に対し、公募型指名競争入札非指名通知書（様式第５号）により非指名理由を通知するものとする。この場合において、指名されなかった者から非指名理由についての問い合わせがあったときは、その理由を説明するものとする。

５　参加を希望する者又は資格を満たした者が２者以下の場合は、入札担当課長は、入札を中止するものとする。この場合において、入札担当課長は、事業担当課長にその旨報告するとともに、入札要件等を事業担当課長と再検討したうえで再度この要綱による手続を行うものとする。

（設計図書等の閲覧）

第６条　入札の参加希望者に対する設計図書等については、閲覧とする。ただし、閲覧の際には、設計図書等閲覧（購入）申請書（様式第６号）を提出しなければならない。

２　閲覧期間は原則として掲示の日から入札日の前日までの愛西市の休日を定める条例（平成１７年愛西市条例第２号）第１条第１項各号に掲げる日を除く日とし、閲覧時間は午前９時から午後５時までとする。

３　設計図書等に対する質問等は、所定の期日までに書面により行い、質問に対する回答は、あらかじめ定めた日時、場所で閲覧に供するとともに希望があれば配布するものとする。

４　設計図書等の購入を希望する者は、設計図書等閲覧（購入）申請書（様式
第６号）により申し出ることができるものとする。

（入札の執行）

第７条　入札の執行回数は３回を限度とする。ただし、総合評価落札方式による場合には、入札回数は１回とする。
２　入札執行職員は、入札の執行にあたり、工事費内訳書の提示を求めるものとする。

３　開札は、入札執行の日時において、入札者又はその代理人を立ち会わせて行うものとする。

（落札者の決定）

第８条　落札となる同価格の入札者が２者以上あった場合は、くじ引きで決定するものとする。

２　総合評価落札方式による場合には、愛西市総合評価競争入札試行要領（平成１９年愛西市告示第８１号）第１２条の規定によるものとする。
（配置技術者の確認）

第９条　事業担当課長は、落札者が法第２６条及び建設業法施行令（昭和３１年政令第２７３号）第２７条の規定による主任技術者又は監理技術者を適正に配置できない事実が確認された場合は、契約しないものとする。

２　落札したにもかかわらず、適正な技術者を配置できず契約に至らなかった者に対し、愛西市契約規則(平成１７年愛西市規則第３８号)第１１条の２の規定に基づく損害賠償を請求し、愛西市指名停止取扱要領（平成１７年愛西市訓令第３７号）に基づき指名停止の措置を行うものとする。

（不利益な取扱いの禁止）

第10条　公募型指名競争入札参加届出書を提出し、指名通知を受けた者は、入札書を投函するまでは入札を辞退できるものとし、市長は、このことを理由として以後の指名等に不利益な取扱いは行わないものとする。

（その他）

第11条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。
附　則

この告示は、公布の日から施行する。
